
2023年度　　第4回生涯教育研修会（福祉部会）

［演題］「口腔機能維持改善と摂食嚥下〜多職種協働による食支援の方法」
［講師］　高井歯科医院長　高井　晃　様
［配信期間］　　　2023年9月21日（木）〜9月27日（水）
［受講申込者数］ 92名
［アンケート回答者数］ 92名

［アンケート結果］

♦内容の理解度 　　（人）
おおいに理解できた 71
やや理解できた 19

2
0

合計 92

♦内容の満足度 　　（人）
大いに満足できた 66
やや満足できた 26
合計 92

♦所属支部 　　（人）
村上 6
新発田 7
新潟市 37
三条 12
長岡 4
柏崎 1
十日町 1
魚沼 4
上越 15
佐渡 5

やや理解出来なかった
全く理解できなかった



♦職域
公衆衛生 7
学校健康教育 5
研究・教育 3
医療 25
福祉 35
地域活動 17
合計 92

♦今後希望する研修会
◎認知症関連
認知症について（２）
認知症の栄養管理（２）
食事拒否（２）
食事摂取不良時の対応
◎嚥下障害関連
離乳食、乳幼児の咀嚼嚥下について（4）
嚥下全般（3）
高井先生の続編（3）
薬との関係（３）
口腔内に溜め込む方への支援方法
小児の口腔機能発達不全症について
低栄養と嚥下障害
嚥下訓練・訓練食
目で見えない部分の評価をどうしていったらよいか（嚥下であれば咽頭期と食道期）
◎高齢者関連
高齢者栄養管理全般（3）
浮腫による原因・リスク・ケアなどについて
◎嚥下調整食関連
嚥下調整食（６）
自宅にある食材で摂食嚥下困難者のコード３〜２食事形態作成方法
嚥下ピラミッド
調整食の作り方・トロミの付け方
レベル変更のタイミング
◎訪問栄養指導（9）
事例紹介
◎栄養指導関連
学童期・思春期（2）



栄養指導について
栄養指導を受けた側のその後
主治医に読んでもらえる記録方法
◎臨床栄養関連
糖尿病（２）
糖尿病患者の褥瘡治療食（２）
腎臓病
心不全の栄養管理
ＣＫＤ
看取り期の栄養管理
精神疾患のある方への栄養指導
画像の見方、検査数値からの評価など
高齢者と腎臓機能低下
妊産婦栄養
肢体不自由児の栄養管理
◎加算関連
経口維持加算（2）
◎その他
お任せ・特になし（7）
事例・症例検討（３）
フレイル・フレイル予防（3）
スポーツ栄養（２）
栄養指導やチラシを作成する際に役立つように、広告会社のような専門家より広報や見てもらえ
る媒体作り（２）

コーチング・統計・医療統計（2）
経管栄養剤について（2）
フリーランスで働くノウハウ（２）
特定保健指導の経験者研修（２）
感染症対応（コロナ）
基礎内容と症例検討のセット内容になるもの
栄養ケアステーションの取り組み
アレルギー
コミュニケーション
フィジカルアセスメント
経管栄養の開始時期や経口移行が可能かどうかの見極めについて
給食管理
医療と福祉の連携
臨床と研究の両立方法
看取りについて
実際の料理からの栄養価計算のコツ、または、対象者持参写真からの栄養価計算のコツ

ミールラウンド時のどういう点に注意して観察したらよいか。（２）



8.研修動画を視聴した感想
良かった・わかり易かった（36）
沢山の事例や動画で具体的な改善ポイントが示されていて大変勉強になった（21）
多職種連携が大切だと思った（11）
高井先生の印象が良かった。丁寧だった（9）
基礎から学べた（4）
興味深かった（4）
口腔機能の評価方法を知る事が出来た（３）
音声が小さく聞き取りにくかった（3）
県外からの参加（２）
内視鏡での嚥下の様子を動画で見ることができ、とても分かりやすかった（２）
マヨネーズの例えは良かった（２）
訪問栄養に興味を持った（2）
施設ではVEやVFでの評価が出来ない分、他職種で相談しながら評価をしています（2）
オーラルフレイルと低栄養が関係している事がわかった（2）
動画は何度も視聴できるから良い。
原因が様々で起きる嚥下障害がある事が分かった
高井先生の研修をまた受けたい。
嚥下障害改善に低栄養状態改善が大切と聞き、食事の大切さを改めて感じた。

栄養指導の際、栄養バランス以外に口腔ケア（舌）も大切である事を伝えたい。
初めて知る事が多く勉強になりました。
入所者へ歯科医師側から変更依頼があった時の施設側の対応の流れを教えて欲しい。
医科歯科連携が大切だと思います。実際は温度差があります‥‥
食べる事が一番の嚥下訓練になるのだとわかった。
ミールラウンドで歯科衛生士が先生と同じ事を伝えていた。
VEやVFなどが受けられる歯科医院が身近になると良いと思う。
動画が途中で止まる事があった。
管理栄養士養成課程で口腔機能を学べる機会があると良いと思った。
嚥下障害と薬剤の関連を知る事が出来た。
専門分野の先生の話を聞けて良かった。
特別支援学校に勤務していますが勉強になりました。
口腔機能低下の評価に各種測定機器があることを知った。

歯根膜、唾液の働きの大切さがよくわかった。乳幼児にも活用していきたい。






	研修まとめ

